
気軽に参加できるシニアフットサル公式戦！ 

NARA SENIOR FUTSAL LEAGUE 2018 
加盟チーム 募集要項 

開 催 主 旨 

2018 年、県内シニアフットサル競技普及を目的とし、気軽に参加できる公式戦として 

『NARA SENIOR FUTSAL LEAGUE 2018』を 6 月中旬以降に開催を予定しております。 

新規加盟希望チームは、 

下記をご参照・熟読の上、ふるってご参加頂けますよう、お願い申し上げます。 
 

～～～～～ 重要事項 ～～～～～ 

 NARA SENIOR FUTSAL LEAGUE 2018 は、営利を目的としたリーグではありません。 

 「いつでも どこでも だれでも」の基本理念のもと、主に奈良県フットサルの普及と発展を目的に、 

加盟チーム/スタッフ、協会･連盟関係者等、多くのボランティアの熱意によって運営されていくリーグです。 

したがって運営に関して、全員で運営協力を営む以上、やむを得ず多少の行き違いやミスが生じてしまう事は否め

ませんが、できる限り加盟チームにご迷惑をおかけしないように加盟 運営関係者が努力して参ります。 

また、施設の使用についてご理解頂けないチームや、普及と発展という運営協力趣旨にご賛同頂けないチームは、 

加盟をお断りする場合もありますので、予めご了承願います。 
 

 大会名： NARA SENIOR FUTSAL LEAGUE 2018 

 主 催：  一般社団法人 奈良県サッカー協会  

 主 管：  一般社団法人 奈良県サッカー協会フットサル委員会 

 後 援：  橿原市サッカー協会 

 協 力：  奈良県フットサル連盟 

 

 大 会 主 旨 

この大会を生涯スポーツの橋渡しとなる大会として位置付け、県内フットサルの普及とシニアフットサルのチ

ーム数や人口増加を目的としてのフットサルへの理解やきっかけを付与するものとして開催する。 

 参 加 条 件 （すべて満たすこと） 

① 代表者及びチーム員の過半数が奈良県在住、在勤（在学)でかつ、活動拠点が奈良県内であること。 

② 2018年度JFAフットサルチーム登録の手続きを済ませた選手で構成され、奈良県又は他府県のフットサル

連盟のチームに重複していない者に限る。 

③ 奈良県フットサル連盟の規約及び要項を遵守する 6 名以上 30 名以下のチームに限る。 

④ 選手は全員 40 歳以上【1978 年(Ｓ53 年) 5 月 31 日以前生まれ】とする。ただし、ローカルルールとして 35

歳以上【1983 年(Ｓ58 年) 5 月 31 日以前生まれ】登録ベンチ入り２名までとし、試合中コート内には１名まで

とする。（但し、リーグ期間中に規定年齢に達した場合は解除とする） 

⑤ 代表者・引率者は当該チームを指導掌握し、責任を負うことのできる者であること。 

⑥ 奈良 FA 所属フットサル審判員を 1 名以上帯同できるチーム。(審判員の育成サポートをできるものとする) 

⑦ スポーツ傷害保険等に必ず加入すること。 

⑧ 本大会の運営に協力できるチーム。（会場設営/撤収・帯同審判・記録係・マルチボール係等） 

 

※上記違反のあったチームは、当該試合を棄権扱いとし、以後の処置は大会規律委員会で決定する。後日違

反の発見された場合も同様とする。  

 



 

 

 競 技 方 法 

① 総当り戦(リーグ戦【2 回戦】)方式とする。(参加チーム数により変更あり) 

② 競技規則は、一部ローカルルールを適用するが、(公財)日本サッカー協会「フットサル競   技規則

2017/2018」に準ずる。 

③ ローカルルールとして、以下の 3 項目を累積ファウル(直接 FK)とする。 

(1) 相手がボールをプレーしている、あるいはプレーしようとしている時に、ボールをプレーしようとし

て滑る(スライディングタックル)。ただし、不用意に、無謀に、または過剰な力でなければ守備側

ペナルティーエリア内の GK のプレーはこの限りではない。 

(2) 肩によるものも含めて、不用意に、無謀に、または過剰な力で相手をチャージする。 

(ショルダーチャージ) 

（3） 35 歳以上 40 歳未満の選手が 2 名ピッチ内 同時出場 

 試 合 時 間： 競技時間は、24 分(前後半各 12 分)のプレーイングタイム。(予定) 

 開 催 日  ： 基本的に日曜日とする。施設スケジュールが決まり次第、決定いたします。 

 参 加 費  ： 上限￥15,000（予定） (別途フットサルチーム・選手登録費等が必要です。) 

 そ の 他    ユニフォームはシャツだけでも統一されている方が望ましい。 

ＧＫはＦＰと異なった色の識別出来るシャツを着用すること。 

 

※ 大会要項は、後日発表いたします。 

※ 当リーグは帯同審判員制度で実施予定です。各チーム 1 名以上の審判員を帯同下さい。 

  2018 年度 審判講習会 4 月 29 日（日） 詳細は KIC OFF 参照ください 

 

⇒  加盟希望チームの方は、「新規参入希望書」をダウンロードし、必要事項を明記の上、 

平成 30 年 4 月 30 日 月曜日(必着)で所定のあて先まで FAX 下さい。 

 

⇒ チーム代表者会議は、   6 月 17 日 日曜日 16:30～ 

斑鳩中央体育館 

 

問い合わせ先 

奈良県シニアフットサル実行委員会(一般社団法人奈良県サッカー協会内) 

636-0222 磯城郡田原本町法貴寺１３７１番地 

TEL 0744-47-2212  FAX 0744-47-2223 
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